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●今月の写真●
　　  麻布十番未知案内 さん

【写真のテーマ】

パティオ十番　
赤い靴の女の子「きみちゃん像」
すべての子どもたちが幸せになれますように！

（11月は児童虐待防止推進月間です。）

令和元年度一般会計ほか各会計決算を認定
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決議しました
●赤坂大輔議員に対する議員辞職勧告決議　
　我々港区議会は、新型コロナウイルス感染症の影響に
より困難を強いられている区民の生命と生活、区内中小企
業を守るため、行政と一体となって様 な々対策に継続して
取り組んでいます。
　そのようなコロナ禍にある令和２年８月６日、赤坂大輔
議員は公然わいせつ容疑で神奈川県宮前警察署の署員
に現行犯逮捕されました。現職の港区議会議員が逮捕
された事実は、テレビや新聞などの各メディアで報道さ
れることになり、区民をはじめ多くの方から非難と厳正
な対処を求める声が寄せられるなど、港区議会の信用を
失墜させました。

　赤坂大輔議員は、平成２８年９月にも港区議会で辞職
勧告が決議されたにもかかわらず勧告に従いませんでし
た。今般、このような事件を起こし、再び区民の信頼に
背き、港区議会の品位を傷つけたことは決して許される
ものではありません。
　区民の信託を受けた代表として自覚を著しく欠いた行
為の責任を認め、自らの意思で議員を辞職すべきであり
ます。引き続き港区議会議員として活動を継続すること
は、区民をないがしろにするものと断ぜざるを得ません。
　よって、港区議会は、赤坂大輔議員に対し、速やかに
議員を辞職するよう強く求めます。
　以上、決議する。

９月１１日の本会議において、全議員３４名で構成する「令
和元年度決算特別委員会」（杉浦のりお委員長、黒崎ゆうい
ち副委員長、熊田ちづ子副委員長）を設置し、９月２３日か
ら１０月６日まで審議が行なわれました。
委員会の開会に当たっては、質問者席及び答弁者席にア

クリルパネルを設置するなど、新型コロナウイルス感染症の
感染防止に努めながら進行がなされました。令和元年度各

会計（一般会計、国民健康保険事業会計、後期高齢者医療
会計、介護保険会計）歳入歳出決算の４案に対する質疑を
行った後、各会派が決算４案に対して態度表明を行い、引き
続き採決しました。
その後、１０月８日の本会議に
おいて、決算４案がそれぞれ賛
成多数で認定されました。

令和２年第３回定例会　会議日程

会議日程

定例会の概要

決算特別委員会の概要

	 9月7日…	運営委員会・本会議
	 	会期決定　諸報告　決議
	 ８・９日…	休会
	 １0日…	運営委員会・本会議
	 	代表・一般質問４名

	 １1日…	運営委員会・本会議
	 	代表・一般質問７名
	 	議案等付託
	 	決算特別委員会の設置
	 15日…	４常任委員会
	 	議案・請願等の審査
	 17日…	運営委員会
	 	請願の審査

令和２年第３回定例会は、９月７日から１０月８日までの
３２日間にわたって開会されました。
初日は、赤坂大輔議員に対する議員辞職勧告決議を議
決しました。９月１０日と１１日は、１１名の議員から区長及
び教育長に対して、代表・一般質問が行われました。
区長から提出された案件を審議した結果、条例改正・補

正予算など１６件を原案どおり可決・承認し、決算４案を認
定しました。
皆さんから提出された請願は、１件を採択、１件を不採
択、６件を継続審査としました。
議員提出による案件は、初日の決議のほかに意見書２件
を可決し、関係機関へ送付しました。

	 ９月２3日～１０月2日
	 …	決算特別委員会
	 	決算４案の審査
	 6日…	決算特別委員会
	 	決算４案の審査
	 7日…	４常任・５特別委員会
	 　	委員長報告・中間報告等
	 8日…	運営委員会・本会議
	 	議案等の議決
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令和元年度決算に対する　各会派の態度表明
◆◆ 自民党議員団 ◆◆
当委員会で自民党会派より投げかけた質問及び提案要望が今後の事業実施と来年度予算の編成に反映される
ことを期待し、決算４案を認定する。

◆◆ みなと政策会議 ◆◆
不適正事務防止の取組強化や指定管理事業の精査をはじめとした、私たちの会派が審議の中で指摘した意見
や提案への具体的な対応を要望して、決算４案をいずれも認定する。

◆◆ 公明党議員団 ◆◆
決算資料の中で、我が会派より述べました意見、要望、提案そして指摘につきまして、来年度予算にしっかり
と反映されますことを強く要望して、令和元年度決算４案はいずれも認定する。

◆◆ 共産党議員団 ◆◆
都心低空飛行中止や消費税減税を国に求めない。区独自の特別給付金は支給せず、精神障害者に心身障害者
手当を支給しない一方、森ビル等に約 44億円も再開発補助金を支出。決算 4 案は認定しない。

◆◆ 都民ファーストの会 ◆◆
社会の変化に対応し、区民の方々が更に住みやすい街へと変わっていけるよう、私たちの提案を来年度予算に
反映していただく事を要望し、決算４案はいずれも認定する。

◆◆ 街づくりミナト ◆◆
変革が必要な今こそ、参画と協働の力を発揮する時です。持続的な自治体運営という視点に立ち、委員会で
述べた質問・要望を来年度予算に活かしていただくことをお願いし、決算４案を認定する。

◆◆ スマイル党 ◆◆
コロナ禍が１日も早く終息し、港区にスマイルが戻ることを祈り、決算４案いずれも認定する。

会計別 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引残額
一般会計 1,589 億 7,341 万 1,254 円 1,500 億 20 万 4,702 円 89 億 7,320 万 6,552 円
国民健康保険事業会計 249 億 759 万 8,246 円 235 億 6,042 万 116 円 13 億 4,717 万 8,130 円
後期高齢者医療会計 55億 9,487 万 7,214 円 55 億 1,866 万 7,994 円 7,620 万 9,220 円
介護保険会計 165 億 7,732 万 5,175 円 162 億 597 万 8,055 円 3億 7,134 万 7,120 円
総計 2,060 億 5,321 万 1,889 円 1,952 億 8,527 万 867 円 107 億 6,794 万 1,022 円

令和元年度各会計決算の概要

一般会計及び３特別会計は、いずれについても適正に運
営されたものと認められる。各財政指標は良好な数値を示
しており、財政状況は堅調といえる。
区の財政状況は、歳入は区財政の根幹をなす特別区民税
が、前年度と比較して１０.３％増収し、過去最高の決算額と
なっている。
歳出は、今後の税収の推移等を充分に踏まえ、重点施策

の着実な実施や区民福祉の向上のための施策の推進を望む
ものである。
今後も引き続き、コロナ禍を含め、いかなる社会経済情

勢等の変化にも柔軟に対応し、「最小の経費で最大の効果」
を実現するように努め、創意工夫を凝らした、弾力的な財政
運営が図られることを期待する。

監査委員の審査意見（要旨）
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決算特別委員会

 自民党議員団 
  歳入   ◆特別区民税
  議会費   ◆ ICTの活用のあり方◆スピード感を持った ICT化の
推進
  総務費   ◆投票所における本人確認 ◆ 他事記載による無効投
票数◆区民センターホールの予約方法の見直し◆震災復興基金
の活用方針◆ 行政のデジタル化 ◆サイバーセキュリティ◆自動
消毒ロボット◆コロナ禍における区民調査◆新型コロナウイルス
感染症に関する効果的な情報発信の手法 ◆公文書の管理と活
用◆ PCR 検査の推進による安全の確保◆民間協創制度◆広報
戦略の工夫◆みなとマリアージュ制度◆コロナ禍における犯罪◆

ワークスタイルの様子や改善策 ◆大平台みなと荘 ◆感染症によ
る区民生活や区内経済に与える影響の分析や対策◆区民生活
や区内経済にインパクトを与える施策の検討◆社会・経済活動
を維持する事業者等に対する支援◆区有施設の感染拡大防止
対策◆分野横断的な対策の企画立案◆国や東京都・関係機関
との連携強化◆今後の自治体間連携
  環境清掃費   ◆屋内喫煙所設置費等助成◆喫煙所が増えにく
い理由◆喫煙所整備のための助成要項の見直し◆鳩への餌やり
とフン被害 ◆建築物低炭素化条例◆区役所におけるプラスチッ
ク削減の取組◆羽田空港機能強化に係る落下物対策
  民生費   ◆学習支援事業◆婚姻時の支援 ◆子育て家庭の相談
支援の拡充 ◆保育士体験 ◆保育園入園予約 ◆民生委員・児童委

員の不在地域への対応 ◆シルバー人材センターの現状と就労機
会の創出
  衛生費   ◆健康相談事業 ◆健康サポート薬局の申請件数と増
やしていくための取組◆乳幼児健康診査◆働き盛り世代の健康
づくり◆心の問題やストレス対応・自殺対策 ◆子宮頸がん対策◆

みなと保健所のコロナ禍での運営
  産業経済費   ◆今後の商店街振興施策◆安心して商店街を利
用するために必要な支援 ◆にぎわいを取り戻すための支援 ◆専
門家の活用支援 ◆ 観光施策
  土木費   ◆自転車走行空間の整備◆自転車事故件数◆「ちぃば
す」のルート改善◆芝浦港南ルートの改善要望 ◆コロナ禍にお
ける自転車の活用 ◆自転車シェアリング利用者数 ◆親子の遊び
場づくり◆「プレーパーク」と「あそびのきち」の違いと効果 ◆白
金高輪駅利用者の利便性の向上◆品川駅から路線の新設◆港
区まちづくり条例 ◆泉岳寺駅地区の再開発
  教育費   ◆就学前の情報共有◆切れ目のない支援◆電子書籍
サービスの導入◆屋外でスポーツができるメニューの推進 ◆児
童見守りシステム◆新型コロナウイルス感染症の理解・学習 ◆学
習指導の現状◆子どもたちや教職員のストレス◆GIGAスクール
構想◆ 学校施設の再点検◆赤ちゃんふれあい体験◆保育士体
験◆男女別標準服の自由化◆高校受験を控える中学3年生に対
する学習支援 ◆サーベイランスシステムの導入状況 ◆港区奨学
資金 ◆大学等を対象とした貸与条件の緩和◆様 な々イベントの
中止を受けての今後の取組

 みなと政策会議 
  歳入   ◆コロナによる税収減の見通し◆減収局面における
財政運営◆基金の活用方針◆都補助金の申請漏れについて
  議会費   ◆議会のＩＣＴ化の推進
  総務費   ◆コロナが人口推計に与える影響 ◆コロナのよう
に様々な団体が支援策を打ち出している場合、区で一元窓
口を ◆「港区版ふるさと納税」に返礼品を ◆ サービス向上の
ため指定管理者制度の改善を◆ 行政のデジタル化推進 ◆区
民協働スペースの改善を ◆ 区民センター経費の見直しを◆

台場分室が扱う窓口サービスの拡大を◆ 性犯罪被害者支援
◆ＳＮＳ誹謗中傷対策 ◆ 避難所での性被害防止◆ コロナ禍
での防災対策 ◆コロナ禍に対応し避難所運営の改善を◆避
難所でテントの活用を◆ペット同行避難と備蓄品 ◆文化芸
術団体支援

  環境清掃費   ◆みなとタバコルールの巡回指導員の効果◆

一の橋公園内に計画予定の喫煙所を密閉型に◆ 羽田空港
新飛行経路の固定化回避を ◆ プラスチックリサイクル ◆ 古
着回収
  民生費   ◆今後の保育政策◆ひとり親支援◆保育園入園基
準◆一時保護所の職員の定着対策◆港区子ども家庭総合支
援センターで弁護士による子ども相談を◆ 働く母親を前提
とした障がい児支援◆ 障がい者グループホーム◆ 障がい者
の感染防止対応◆ ひとり暮らし高齢者見守り推進事業◆ 特
養入所選考基準の見直しを◆ 高次脳機能障害の方への配
慮◆成年後見制度◆アニマルセラピー
  衛生費   ◆ビッグデータを活用し、健康寿命の延伸を ◆み
なと保健所のコロナ対策◆ 男性不妊治療の啓発 ◆ 産後ケア
◆ がん対策◆ 自殺対策◆ 簡易宿所対策用パンフレットの作
成効果 ◆多頭飼育崩壊防止◆動物愛護法改正

※左の二次元コードを
　スマートフォンで読み取ると
　「動画配信」をご覧いただけます。〜各会派の主な質問・要望事項〜

※「国民健康保険事業会計」の表記は「国保会計」、「後期高齢者医療会計」の表記は「高齢者医療会計」で統一しています。
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  産業経済費   ◆コロナの影響把握と今後の産業支援 ◆ ス
タートアップエコシステム構築 ◆ スマイル商品券はカード
化、スマホ決済など利便性の向上を
  土木費    ◆「スーパーシティ構想」への取組 ◆ＮＰＯ等と協働
した公園の有効活用 ◆インクルーシブ公園の導入を◆ ベビー
カーを畳まず「ちぃばす」利用を可能に ◆「ちぃばす」の採算
  教育費   ◆校庭の人工芝の海洋流出防止を◆オンライン授

業 ◆防災教育
  総括質問   ◆羽田空港新飛行ルート◆不適正な事務執行防
止◆ 事務手数料 ◆ 債権回収◆ＢＲＴ◆ eスポーツ◆ 区民税収
納の課題 ◆指定管理者への監督強化◆生活支援の独自策を
◆重度障がい者就労支援 ◆芸術文化支援 ◆地域の文化拠点
等を保存する取組を

 公明党議員団 
  審査意見書   ◆債務負担行為について
  歳入   ◆収入未済額について◆納税の猶予
  議会費   ◆費用弁償の廃止◆タブレット端末導入
  総務費   ◆予算の執行 ◆高齢者施設等の公費によるＰＣＲ検査
体制構築 ◆災害ボランティアセンター支援◆偏見や差別への対応
◆避難所確保と開設状況システム活用◆防災士の育成について
  環境清掃費   ◆ゼロエミッションに向けた取組について◆指
定喫煙場所と禁煙の表示について
  民生費   ◆高齢者賃貸住宅入居支援事業の充実 ◆ ひとり親
家庭への情報提供◆特養ホームの面会機会確保◆在宅介護

◆白金台いきいきプラザの麻雀利用
  衛生費   ◆がん検診 ◆乳幼児健診率向上の取組
  産業経済費   ◆プレミアム付き商品券◆観光支援
  土木費   ◆ EV バス ◆ 自転車走行空間の整備 ◆ AI アプリを
活用した道路維持管理 ◆白金台四丁目児童遊園整備に係る
民有地取得について◆自転車シェアリングポート拡充 ◆坂名
標識 ◆ながらスマホ禁止
  教育費   ◆子ども向け電子書籍 ◆ 学校健診のデータ利活用
◆教育格差を是正する取組について◆医療的ケア児対応看護
師配置 ◆スクールタクシー
  総括質問   ◆将来を見据えた財政運営◆エネルギーの面的
利用◆社会的処方を福祉総合窓口に反映◆インクルーシブ教育

 都民ファーストの会 
  議会費   ◆ ICT 化の推進
  環境清掃費   ◆海洋プラスチック◆食品ロス
  民生費   ◆保育士待遇改善 ◆ 保育園のICT化◆ひとり親自立

支援 ◆レンタルベビーカーの設置
  衛生費   ◆３歳児健診
  産業経済費   ◆橋梁ライトアップ
  土木費   ◆桟橋の設置 
  教育費   ◆障害者スポーツの取組◆学校協議会について

 共産党議員団 
  総務費   ◆消費税を５％に◆みなと荘料金引下げ
  環境清掃費   ◆羽田都心低空飛行を中止に ◆子どもを受
動喫煙から守る◆集団回収の報奨金増額を
  民生費   ◆保育園の定員割れ補償を◆買い物支援の延長を
◆手話通訳者増員のために
  衛生費   ◆都立病院を守れ◆ホテル建設の規制を

  産業経済費   ◆区独自の家賃助成を
  土木費   ◆マンションの防火設備定期点検費用助成を ◆自
転車専用レーンを◆環状 4 号線強行するな
  教育費   ◆少人数学級の実現について◆学校給食の公会
計化 ◆ 教職員へのPCR 検査の実施について
  国保会計   ◆コロナ感染症に伴う減免を
  介護保険会計   ◆介護費用の上乗せ分は利用者負担で
なく区で助成を

 街づくりミナト 
  総務費   ◆区内ホテルでの保養施設について
  土木費   ◆複合用途の立体的な公園整備について
  総括質問   ◆ラグビーＷ杯２０１９パブリックビューイング
について

 スマイル党 
  衛生費   ◆港区の自殺対策 ◆港区のうつ病対策の実態
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対策担当を新たに設置し、総合的
な対策や住民への啓発、発信等
を強化している。今後、広報や PR
に知見のある専門家を活用する。

区内の経済対策について

Q. 現状と対策について
A. 無利子の特別融資斡旋の延長と

区内共通商品券を発行し、区内の
消費活動を進めている。また、新
たな観光業支援として、キャッシュ
レス決済を活用した５０％還元の
キャンペーンを実施する。

Q. 経済の視点からの女性活躍支援
について

A. 新しい就業スタイルに取り組む中
小企業を支援することで雇用の維
持を図り、国や東京都と連携して
女性の就労支援に必要な施策を
検討し実施していく。

Q. 出会い応援プロジェクトの成果に
ついて

A. 平成２８年度の事業開始以降、毎
回定員に対し３倍から４倍の応募
があり、行政が主催する婚活イベ
ントに信頼を寄せられていると考
える。また、イベント中のカップル
成立は約５割と高く、出会いの機
会創出に寄与できている。

Q.「結婚」を通した新たな港区ブラ
ンドの発信について

A. 多彩な知見を有するブライダル産
業が集積する区内企業と連携し、
これまでブライダル産業と繋がり
のなかった中小企業や飲食店に連
携の呼びかけを検討していく。

混迷期を乗り越える港区の
中長期的課題について

Q. 震災復興基金の積立てについて
A. 阪神・淡路大震災の際に地元自

治体が復興に要した費用を参考
に 1,000 億円確保を目標としてき
た。来年度以降、新型コロナウイ
ルス感染症の影響による特別区民
税の大幅な減収が見込まれる。基
金の積立ては社会経済情勢の変
化を踏まえ対応する。

Q. 財政調整基金の今後のあり方に
ついて

A. 区民サービスの質を持続しつつ、
誰もが安心できる区政運営が行え
るよう、財政調整基金を積極的に
活用する。

Q. 中小企業の資金繰り支援と区の
後年度負担について

A. 現在のところ、今年度も含めた７
年間で約１２０億円、今年度の信
用保証料補助金が約２６億円必要
になる見込み。

Q. 新型コロナウイルス感染症への都
心区としての支援策のあり方につ
いて

A. テレワーク、飲食店の休業や時間
短縮等で区内の賑わいが減少し
た。家賃が高く大きな負担となっ
ている区内事業者を積極的に支援
していく。

Q. 独自の一律給付金の効果について
A. 特別区民税の大幅な減収が長期に

見込まれる厳しい状況の中、多額
の財政負担を伴う一律の給付金の
支給には慎重にならざるを得ない。

Q.「幸せの概念」のあり方について
の調査と分析について

A. 区民がどのようなことに幸せや不安
を感じているかを把握し、施策の
改善や実施に結び付けていくことは
区の魅力向上に繋がると考える。

教育について

Q. 非認知能力を伸ばしていく教育の
推進について

A. 粘り強く取り組む力や新たな発見、
豊かな発想を生み出す力など育ん
でいる。今後は、幼少期の親子関
係や身近な地域で育つ重要性を踏
まえ、学校や保護者、地域の方々
と一体になって子どもたちの生き

 自民党議員団 

ウィズコロナ・アフターコロナ
時代の区政運営について

Q. 区政のビジョンについて
A. 区民の暮らしや働き方に対する価

値観は大きく変容している中でも、
魅力を実感できる区政運営を展開
していく。

Q. 特別区民税収入の見込みについて
A. 新型コロナウイルス感染症の影響

により、リーマンショック以上の
大幅な減収の可能性を見込んで
いる。

Q. 予算編成方針について
A.「区民とともに明るい未来を築き上

げる予算」として編成を進める。
Q. 積極的なデジタル行政の導入につ

いて
A. 今年度中に住民票の写しの交付

請求等各種手続きを電子申請化
し、区の窓口での電子マネーによ
るキャッシュレス決済環境を整備
する。

Q. 自動消毒ロボットの導入について
A. 他の機関が実施している実証実験

の結果を確認し、導入可能な施設
等の検討を進める。

Q. 新型コロナウイルス感染症と正し
く向き合うための正しい情報伝達
について

A. ８月に新型コロナウイルス感染症

代表・一般質問
９月10・11 日

※右の二次元コードをスマートフォンで読み取ると
　「動画配信」をご覧いただけます。
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る力を育む。
Q. オンライン教育の展開や可能性に

ついて
A. 児童・生徒が学習記録を振り返

ることが可能となる他、不登校児
童・生徒とも遠隔で繋がれるよう
オンラインを積極的に活用してい
く。授業以外にも保護者面談で活
用できる等、オンラインの新たな
活用可能性が明らかになった。

Q. 電子図書館の実施について
A. 先行自治体の状況把握や提供事

業者のサービス比較検討を行い、
現行の港区の図書館に対応でき
るサービスがあることがわかった。
早期導入に向け積極的に取り組む。

医療・健康について

Q. インフルエンザ予防接種推奨の周
知・啓発について

A. 広報みなとや区ホームページの他、
デジタルサイネージ 、ツイッター
等を通して新型コロナウイルス感
染症流行下におけるインフルエン
ザ予防接種の周知啓発を進める。

Q. インフルエンザ流行期における医
療機関との役割分担について

A. 新型コロナウイルス感染症とイン
フルエンザの同時流行に備え、区
民の相談から地域医療機関での
診療・検査がスムーズにできる体
制構築に向け、区と病院・港区医
師会との体制を強化していく。

Q. 予防接種向上のための体制づくり
について

A. 乳幼児検診に従事する保健師等
に対し、感染症専門アドバイザー
を講師として最新の予防接種の知
見や保護者への説明力向上の研
修を行う。保護者が予防接種に対
する不安や疑問を相談できる体制
づくりを積極的に進める。

Q. 高齢者の健康維持について
A. 高齢者世帯のうち低所得世帯に対

するエアコン設置費用の助成を検
討する。

防災について

Q. 新型コロナウイルス感染症拡大時
における災害対策について

A. 避難所での感染症対策のマニュ
アルを策定し、訓練を実施。避
難所の混雑具合等を発信してい
く避難所開設状況システムの運
用を開始する。

Q. 狭い区道への電線類地中化の今
後の取り組みについて

A. 地上機器のコンパクト化や管路を
地下の浅い位置に埋設し、コスト
や工期を縮減する方式等の新技術
を活用し、地中化を推進していく。

区民の安全と安心について

Q. 羽田空港新飛行経路について
A. 区が独自に実施した騒音測定結果

において、多くの機体で最大騒音
レベルの実測平均値が国の推計
平均値を超えていることがわかっ
た。区は国に分析結果を示し、運
用等の検討など更なる取組を要請
している。

Q. 複合災害について
A. 風水害や地震が重なった複合災

害への対応等の課題に対応するた
め、今年度中に地域防災計画の見
直しを行う。

児童虐待根絶について

Q. 啓発活動について

A. 小・中学生に向け、児童虐待防止
の講演やオレンジリボンの配布等、
積極的に啓発を行なっている。今
年は民間団体が行う東京タワーの
オレンジリボンカラーライトアップ
と連携し、区の施設のデジタルサ
イネージ等を利用してオレンジリボ
ンの意味を周知していく。

 みなと政策会議 

新型コロナウイルス感染症による
区政運営について

Q. コロナの影響により減収が見込ま
れ、計画している事業を廃止・縮
小せざるを得ないが、優先順位の
判断規準と今後の事業遂行とは

A. 安定した区民サービスを提供す
るため、区民生活の影響を考え、
見直しを進める。

Q. 品川区、千代田区では独自の給
付金を支給した。港区でも給付金
を支給すべき

A. 慎重にならざるを得ない。
Q. 国の給付金支給の対象外となる

4月28日以降に生まれた子どもに
も区が独自に支給するべき

A. 妊娠・出産・育児等において適切
な支援を実施する。
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Q. 読書活動を推進し、子どもたちに
適した学校図書館の運営をするた
めに電子書籍の導入をすべき

A. 導入を検討する。

区政の ICT 化について

Q. 区のサービス利用に必要な申請・
申込をオンライン上で完結できる
よう行政手続きを ICT 化し、利便
性・効率性を高めるべき

A. 利用が多い手続きを中心に ICT
化を実施する。

Q. 保育園と保護者の負担軽減のた
め、保育園での ICT 化を早急に
推進すべき

A. 保育業務支援システムを利用し、
連絡帳や欠席のやり取りができる
よう取り組む。

Q. 子育てひろばの利用登録は、各
施設で同じ内容の個人情報を記
入する必要がある。登録も含め、
オンライン上で完結できるように
すべき

A. 登録から利用の予約までのオンラ
イン化を検討する。

区政改革について

Q. 国や東京都が管轄する諸問題に
対して強固に連携をするよう改善
すべき

A. 調整を図りつつ、様々な手法で改
善を進める。

Q. 町会・自治会など組織に属してい
ない区民の意見も区政に反映させ
るべき

A.LINE を経由して双方向の体制作
りを検討する。

Q. 外郭団体の中には自主財源の確
保やニーズに沿った事業運営等の
課題がある。改善すべき

A. 各団体の課題を明確にし、業務
改善に取り組む。

Q. 区の寿商品券は７０歳からと他区
に比べ、対象年齢が低いが要件
の見直しは

A. 適切な配布方法の検討、効果的
な事業実施に努める。

Q. 区の公文書の表記は和暦だが、
わかりやすい西暦も併記すべき

A. 他自治 体の事例なども参 考に、
表記方法を整理する。

区有財産の活用について

Q. 旧伊豆健康学園は約２０年間放置
され、その間管理費だけで 5千万
円以上かかっている。活用方法を
検討すべき

A. 港区民間協創制度を利用するな
ど早期の活用を目指す。

バーチャルオフィスによる
企業支援について

Q. 区民が港区内で起業しやすいよ
う、区がバーチャルオフィスを提
供すべき　

A. 現状を把握し、検討する。

コンプライアンスについて

Q. 千代田区長の不祥事と同様のこ
とが港区でないよう首長のコンプ
ライアンスが重要だが、区長の考
えは

A. 法令や社会規範を遵守し、自らを
律するとともに、区民福祉の向上
と地域社会の発展を第一に、区
民等の声に耳を傾けながら区民
の信頼に応えていくことが首長の
コンプライアンスと考える。

羽田空港新ルートの
固定化回避について

Q. 同様の騒音等の被害を受けてい
る近隣区との連携を

A. 近隣区との情報共有や連携を図
るとともに、飛行経路に係る様々
な運用を検討するよう国に求めて
いく。

Q. 特別区長会を通じて国に固定化
回避の要請を

A. 騒音対策や安全対策等の検討を、
特別区長会を通じて国に働きかけ
ていく。

店舗の受動喫煙防止対策は

Q. 店内の受動喫煙防止対策の在り
方は

A. 法及び都条例の全面施行により、
店内は原則禁煙となった。店舗に
は制度を解説したチラシを配布して
いるが、今後は相談窓口業務や巡
回業務を通じて助言を行っていく。

Q. 店舗のテラス席での喫煙対策は
A. 道路など公共の場所に煙が漏れ

Q. 人口が 5月から減少に転じ、コロナ
禍でテレワークが広まり、更なる納
税者の転出が予想される。住み続け
たいと思える魅力を打ち出すべき

A. 今の魅力を伸ばし、港区ならでは
の魅力を創出する。

子育て支援について

Q. ２０１６年をピークに区の合計特殊
出生率・出生数ともに低下しており、
子育て世帯への直接的な支援が急
務と考える。低下の原因と回復に
向けての施策とは

A. 婚姻の減少や価値観の多様化、
社会的経済状況の低下が原因。
今後も子育て環境の整備を進め、
回復に努める。

Q. 未就学児家庭の９３．５% が核家族
であることから祖父母が子育て家庭
をサポートするための支援をすべき

A. 支援を検討する。

子どもの教育について

Q. 入庁後３８年間区政を支えてきた
経験を活かした教育長のビジョン
とは

A. 教育の質の向上のために教育環
境の整備に努める。

Q.1 人 1 台のタブレット端末導入に
より個人に合わせた学習内容の作
成、欠席確認の効率化を期待す
るが、活用法は

A. 学校と家庭をオンラインでつなぐ
よう活用推進する。
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県の条例が注目を集めているが港
区は

A. 情報モラル教育の充実や、保護
者向けの講演会の開催により、保
護者の意識啓発を促すことで、一
律に制限することなく、各家庭に
おいて子ども・保護者が主体的に
判断できるよう取り組む。

 公明党議員団 

区の財政運営について

Q. 令和３年度予算編成の重点施策
の考え方について

A.ＩＣＴの活用やオンライン、キャッ
シュレス決済の推進などを重点施
策として策定。

Q. 持続可能な財政運営
A. 時代の変化に対応した安定的な財

政運営を行う。

コロナ禍の国勢調査について

Q. 感染防止策を徹底した調査活動
の取組について

A. ポスト投函やインターフォン対応等
非接触型とする。

Q. 情報弱者に回答できるなどの環
境の整備について

A. 調査員や区職員が電話や直接訪
問し記入方法を説明する。

プラスチックリサイクル促進

Q. コロナの長期化でプラスチックご
みが増加しており、プラスチック
のリサイクルを促進すべき

A. 集団回収の品目に、新たに加える
など検討する。

る場合は、みなとタバコルールを
適用・指導している。近隣の住宅
に煙が漏れる場合は法及び都条
例に基づき、受動喫煙を生じさせ
ないよう配慮を求めている。今後
はリーフレットの配布等周知に努
めていく。

コロナ禍の環境美化について

Q. ごみ拾いＳＮＳを活用し、環境美
化の推進を

A.ＳＮＳを効果的に活用し、引き続き
地域の環境美化に取り組んでいく。

コロナ禍の子ども食堂とは

Q. 子ども食堂の多くがコロナ禍で開
催できない中、オンラインを用い
た子ども食堂の仕組みづくりを

A. ネットワーク会員の皆さんと協議
し、より効果的な支援を実践して
いく。

コロナ禍の介護予防について

Q.ICT を用いた、高齢者が自宅にい
ながら運動を行う、介護予防事業
を

A. 積極的に進めていく。

図書館にビジネス支援機能を

Q. 令和４年４月に開設する新三田図
書館を、ビジネス支援機能を充実
させたものに

A. ビジネス資源が集中する立地を生
かした日本有数のビジネス支援機
能を持つ図書館を目指していく。

新三田図書館が入る令和３年度竣工予定の芝五丁
目複合施設

ネット・ゲームの利用時間に対する
指針について

Q. ネット・ゲームの過剰利用は子ど
もに諸問題を引き起こす中、利用
時間を１日６０分まで等とする香川

高齢者施設等の公費による
PCR 検査体制の構築について

Q. 施設利用者、職員への公費によ
る PCR 検査体制を

A. 各施設が主体的に実施する際の費
用助成など効果的な支援策を検討
していく。

Q.子ども関連施設における公費によ
る検査について

A. 感染症の流行の状況を見極めなが
ら検討していく。

訪問介護事業者等の予防対策
について

Q. 予防の研修と相談体制は
A. 専門アドバイザーの助言も踏まえ

た相談体制を整える。

高齢者の熱中症対策について

Q. エアコン設置費用助成を
A. 高齢者世帯のうち低所得世帯への

助成を検討する。

地域共生社会に向けた包括的な
支援体制の取組について

Q. 国の重層的支援体制整備事業な
ど踏まえた体制構築を

A. 令和４年度に福祉総合窓口を設置
し包括的に支援する。

障がい者就労支援について

Q. 雇用機会拡大への取組
A. テレワークや短時間雇用等、障が

い者と企業とのマッチングを促進
させる。

区内飲食店のコロナ禍の景況を
踏まえた支援について

Q. 過去最悪の景況の落ち込みにあ
る飲食店へ区の支援を

A. 生の声を聴き実情に応じた必要な
支援を迅速に実施する。
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Q. 特養ホーム等の施設に新規に入
所する方のＰＣＲ検査を区の責任
で行うこと

A. 施設がＰＣＲ検査を求めた方の検査
費用を区が助成するなど支援策を検
討する。

安心・安全の学校づくりを

Q. 港区として少人数学級を実現する
こと

A. 全国都市教育長協議会を通じて国に
要望している。

Q. 教職員を増員すること
A. 国の定める基準で配置している。動

向を注視していく。
Q. 港区のガイドラインに密を避け、

距離をとる対策を明記すること
A. 各校の取組事例も記載し、ガイドライ

ンを改訂する。

自動水栓がつきました

Q. 教室数を増やすこと。空教室を
有効利用すること

A. 教室数の確保や有効利用について、
学校と協議する。

Q. 児童生徒や教員に無理を強いる
時間割にしないこと

A. 過度な負担がかからない時間割の設
定、指導計画の見直しを指導する。

学校給食費を無償に

Q. 学校給食費を無償にせよ
A. 早期に学校給食費を無償化するよう、

全国都市教育長協議会を通じて国に
要望する。

 都民ファーストの会 

弱視児童の早期発見について

Q. ３歳になる児童の約５％に弱視の可
能性があるが、３歳までに発見し治
療を開始すれば９割以上の確率で
直せるという。港区は３歳児検診の

心の健康を学ぶ授業について

Q. コロナ禍で子どもたちの心の変化
に寄り添う、心の健康を学ぶ授
業に取り組むべき

A. 児童・生徒が自らの心の健康につ
いて考える学習を充実させていく。

 共産党議員団 

都心低空飛行ルートの中止を

Q. 都心低空飛行ルートの中止を国
に求めること

A. 飛行経路の様 な々運用を検討するよ
う強く求めていく。

Q. 高輪台小学校での騒音測定の結
果の公表をただちに行うこと。最
大値の公表を要請すること

A.できる限り速やかに、最大値等の騒
音測定結果を公表するよう、国に求め
ていく。

赤は国土交通省の推計平均値を超えています
港区独自測定値（高陵中学校、本村小学校）

エアコン設置費助成について

Q. 生活保護利用世帯に準じる高齢
者世帯等へのエアコン設置費用
を助成すること

A. 高齢者世帯のうち生活保護世帯を含
む低所得世帯へのエアコン設置費用
の助成について、来年の夏までに間に
合うよう検討していく。

新型コロナウイルス感染症から
区民の命を守ることについて

Q. 介護施設、福祉施設や学校など
感染リスクの高い施設の職員など
へ定期的なＰＣＲ検査を行うこと

A. 高齢者、障害者施設等が主体的に実
施するＰＣＲ検査の費用を助成するな
ど支援策を検討する。

港区成年後見制度利用促進
基本計画について

Q. 計画の見直しに当たり、身上保
護や権利擁護のさらなる充実を

A. 専門職等を含めた体制を強化し、
被後見人の意見が尊重される支援
に取り組む。

新しい日常での学校行事について

Q. 人格形成と絆を保つ行事について
A. 人格形成を促す密を避けた実施方

法を検討していく。

ＩＣＴ教育における
アクセシビリティ対応について

Q.子どもを誰一人取り残さないよう、
教員に意識啓発を

A. 効果的な活用事例について、教員
の研修等で共有する。

特別定額給付金の上乗せ給付
について

Q. 区の物価水準に応じた、区独自
の給付金の上乗せを

A. 大幅な減収が長期に見込まれ、慎
重にならざるを得ない。

人口流出を防ぐ施策について

Q. 若年層の流動を防ぐため施策を
講じるべきと考えるが

A. 若者の住まいに関する意識や住宅
供給市場の実態把握を行い、施策
を検討する。　

福祉施設防災力強化について

Q. 福祉施設の BCP 策定に向け、区
の取組は

A. 「港区中小企業向けＢＣＰ作成マ
ニュアル」を活用した計画策定を
働きかけ、必要なアドバイスを行い、
早期策定できるよう支援していく。
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受診率が都内で最も低く、都内に
おいて弱視の児童を最も見過ごし
て来た自治体である。今年は更に、
新型コロナウイルスの対応から３歳
児検診の実施に影響が出ている。
区が購入した最新の検査機器を使
用し、保健所とは別に、全国で初と
なる保育園における弱視検査を実
施し、一人でも多くの弱視の児童を
発見し、治療のチャンスを与えてあ
げると共に、名誉を挽回して欲しい。

A. 保育園で検査を実施することは、
対象年齢が低くなることから、保健
所の検診の状況等を踏まえて検討
していく。

要望 保育園で弱視検査の実施が可能
かどうか、区が購入した検査機器
と同じものを私費で購入し、大田
区、目黒区、横浜市など６つの自
治体の保育園１１園において１７５
名の児童を検査してみたが、一人
当たり２～３秒で検査でき、全て
の保育園で感謝の言葉をいただく
ことができた。新しい検査機器を
用いた検査は、医師や看護師で
はなく保育士で実施可能。

 街づくりミナト 

新型コロナウイルス感染症の
次の流行への備えについて

Q. 最悪の事態を想定し、次の流行
が起きた場合の区の備えは

A. 港区の特性を踏まえ最大新規感染者
数を１週間当たり約２００人と算定し、
通常業務の見直しに加え、人員体制
を１５５人程度まで増員し即応体制の
整備を図る。

専門性を必要とする人事における
区長の意図について

Q. 児童相談所設置準備担当部長と

文化芸術ホール参与の人事に対
する区長の意図は

A. 児相設置準備担当部長は実務経験と
先進的な業務を遂行する能力を有し、
文化芸術ホール参与は文化芸術全般
の知識を有すると判断し採用した。

来春開設予定の（仮称）港区子ども家庭総合支援
センター

 スマイル党 

PCR 検査の考え方について

Q. 対象者について
A. 行政検査とは別に、検査や支援の手

法について高齢者施設等を中心に検
討している。

Q. 検査方式について
A.今後、専門家の知見等を踏まえながら、

検討していく。
Q. コストについて
A. 今後、支援の対象とする検査の規模

や範囲、検査方法など、専門家の知
見等を踏まえ検討していく。

Q. 検査の義務化について
A. 検査は、本人の同意が原則。

区議会の会議は原則公開さ
れており、本会議や委員会は傍
聴できます。本会議場の傍聴
席にはモニターを設置しており、
代表・一般質問時には手話通訳
及び字幕もご覧いただけます。

会議の開会予定については、
区議会ホームページやポスター
等でご案内いたします。

【問い合わせ先】
区議会事務局議事係
　電話　０３-３５７８-２９１５

区議会はどなたでも
傍聴できます

【各会派の連絡先】
不在の場合は、区議会事務局へ

電　 話 03 ー 3578 ー 2911

自民党議員団
電　 話 03 ー 3578 ー 2927
F A X 03 ー 3578 ー 2909

みなと政策会議
電　 話 03 ー 3578 ー 2938
F A X 03 ー 3578 ー 2949

公明党議員団
電　 話 03 ー 3578 ー 2935
F A X 03 ー 3578 ー 2937

共産党議員団
電　 話 03 ー 3578 ー 2945
F A X 03 ー 3578 ー 2947

都民ファーストの会
電　 話 03 ー 3578 ー 2922
F A X 03 ー 3578 ー 2922

街づくりミナト
電　 話 03 ー 3578 ー 2948
F A X 03 ー 3578 ー 2854

スマイル党
電　 話 03 ー 3578 ー 2948
F A X 03 ー 3578 ー 2854
虚偽報道に負けない会

電　 話 03 ー 3578 ー 2922
F A X 03 ー 3578 ー 2922
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●区長報告第９号　専決処分について
「港区立精神障害者地域活動支援セン
ター等新築工事請負契約」について、
契約金額 9 億 1,789 万千円を 2,847
万 9 千円増額し、9 億 4,637 万円に、
工期「契約締結の日の翌日から平成
33 年 2 月 28 日まで」を「契約締結の
日の翌日から令和 3 年 4 月 20 日まで」
に変更する専決処分

●区長報告第１０号　専決処分について
「港区立精神障害者地域活動支援セン
ター等新築に伴う機械設備工事請負
契約」について、契約金額 1 億 5,687
万 3 千円を 68 万 2 千円増額し、1 億
5,755 万 5 千円に、工期「契約締結の
日の翌日から平成33年2月28日まで」
を「契約締結の日の翌日から令和 3 年
4 月 20 日まで」に変更する専決処分

●区長報告第１１号　専決処分について
「港区立赤羽小学校新築工事請負契
約」について、契約金額 43 億 2,300
万 円を 434 万 5 千 円 増 額し、43 億
2,734 万 5 千円に変更する専決処分

●区長報告第１２号　専決処分について
「港区立赤羽小学校新築に伴う機械設
備工事請負契約」について、契約金
額 9 億 860 万円を 398 万 2 千円増
額し、9 億 1,258 万 2 千円に変更す
る専決処分

〇公共工事設計労務単価特例措置の他
区での対応状況

〇近年の労務単価の上昇率と今回の上
昇の要因

●議案第７８号　令和２年度港区一般
会計補正予算（第５号）
総務費で、主に非常勤職員等管理に
要する経費を追加し、環境清掃費で、
食品廃棄物・食品ロス削減推進事業
に要する経費を追加し、民生費で主に
生活困窮者自立支援事業に要する経
費を追加し、財源の更生を行い、衛
生費で、新型コロナウイルス感染症対
策に要する経費を追加し、産業経済
費で、融資事業に要する経費を追加す
るほか、財源の更正を行い、土木費で、
公園遊具消毒に要する経費を追加し、
教育費で、主にスポーツセンター管理
運営に要する経費を追加するほか、財
源の更正を行い、諸支出金で、国民健
康保険事業会計繰出金に要する経費
を追加する

●議案第７９号　令和２年度港区国民
健康保険事業会計補正予算（第２号）
主に一般被保険者償還金及び還付金
を追加する

●議案第８０号　令和２年度港区後期
高齢者医療会計補正予算（第１号）
被保険者過誤納還付金を追加する

●議案第８１号　令和２年度港区介護
保険会計補正予算（第１号）
主に介護保険給付準備基金積立金を
追加する

〇生活困窮者自立支援事業の現在の状
況と補正予算額の算定根拠

〇 AI チャットボットの運用実績と今後
の展望

●議案第８６号　工事請負契約の承認
について
赤坂八丁目道路擁壁改修工事の工事
請負契約の承認を求める

〇今回の整備対象範囲に私道舗装も含
まれる理由

〇特別簡易型総合評価方式を採用した
理由と評価点の内訳及び理由

●議案第８７号　工事請負契約の承認
について
港区高輪地区総合支所等大規模改修
工事の工事請負契約の承認を求める

〇今後の施設改修工事の見通し
〇新型コロナウイルス感染症を踏まえて

新たに行った対策

閉会中の委員会活動
主な報告事項
◇令和 2 年度組織改正（追加）
◇新型コロナウイルス感染症を契機とし

た行政手続等の利便性向上に向けた
取組

常任委員会の活動記録
●議案名、概要 ○主な質疑

総 　 　 務

●議案第７６号　港区立精神障害者地
域活動支援センター条例の一部を改
正する条例
精神障害者地域活動支援センターの
改築工事が終了することに伴い、位置
を変更する

〇工事の進捗

●議案第８８号　指定管理者の指定に
ついて
令和 3 年 4 月 1日から同年 5 月 31日
までの精神障害者地域活動支援セン
ターの指定管理者を指定する

〇保健福祉分野において過去に工事期
間の延長に伴う指定管理者の指定期
間の延長があったか否か

●議案第８９号　指定管理者の指定に
ついて
令和 3 年 6 月 1日から令和 13 年 3 月
31 日までの精神障害者支援センター
の指定管理者を指定する

〇事業の展開にあたり新しい日常の実現
に向けた具体的な取組

〇指定管理者制度を採用する必要性及
び選考基準における客観性

閉会中の委員会活動
主な報告事項
◇介護施設等における簡易陰圧装置等

設置支援
◇被保護者健康管理支援事業の実施

保 健 福 祉
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●議案第９０号　特別区道路線の廃止
について
芝浦一丁目地区の開発事業の施行に伴
い、特別区道第 1,094 号線及び特別
区道第 1,113 号線を廃止する

●議案第７７号　港区奨学資金に関す
る条例の一部を改正する条例
国が行う修学支援の拡充等を踏まえ、
区独自の給付型奨学金を創設するほか、
奨学金の貸付対象者に、新たに大学等
に在学している者を追加するなど、奨
学金の貸付けに関する事項を改める

●議案第９１号　特別区道路線の認定
について
芝浦一丁目地区の開発事業の施行に伴
い、特別区道第 1,197 号線及び特別
区道第 1,198 号線を認定する

〇特別区道路線のバリアフリー化及び
利用者の利便性への配慮

〇現在の容積率と開発計画の容積率

〇給付型奨学金制度の想定される給付
人数

〇貸付制度の応募資格における連帯保
証人の人数

建 　 　 設

区 民 文 教

閉会中の委員会活動
主な報告事項
◇一の橋公園の復旧整備
◇東京都市計画都市計画区域の整備、

開発及び保全の方針（原案）

閉会中の委員会活動
主な報告事項
◇高輪地区総合支所等大規模改修工事
◇みなとパーク芝浦内のエスカレーター

及びアトリウム特定天井の耐震化工事

 閉会中の主な報告事項
●交通・環境等対策

◇令和元年（平成 31 年）港区内の交通事故概要
●行財政等対策

◇令和元年度特別区税決算見込額及び令和 2 年度特別区民税当初課税状況等
◇令和元年度都区財政調整再調整結果

●エレベーター等安全対策・新型コロナウイルス感染症対策
◇令和元年度「港区安全の日」の取組
◇子どもの安全を守るための区の取組

特別委員会の活動記録

請願書の書き方 皆さんの声を区政に！

　港区議会では、広く皆さんの意見や要望を請願として受け付けています。
　特に定められた様式はありませんが、下記の書き方を参考に、次の必要事項を書いてください。

❶請願は、日本語で書いてください。なお、作成に当たって
は、改ざんを防止する目的から、鉛筆や、いわゆる「消せ
るボールペン」での記入はご遠慮ください。

❷あて先は ｢港区議会議長｣ としてください。

❸請願者の住所、氏名（自署又は記名押印）、電話番号を書
いてください。なお、請願者が多数のときは、代表者を
定めて署名簿を添付してください。

❹請願の趣旨を簡潔に書いてください。

❺請願理由を趣旨に沿った具体的な内容をご記入ください。

提出前に、区議会事務局に請願書の書き方・提出方法
などをご相談ください。

【提出・問い合わせ先】
区議会事務局議事係　電話 ０３-３５７８-２９１５

書き方

      （A4 判用紙・おもて）　   　（A4 判用紙・うら又は２枚目）

○○○に関する請願

港区議会議長
○○　○○　様

提出年月日
請願者
住　所
氏　名

（署名又は記名押印）
電話番号

請願の趣旨（簡潔に）
○○を○○○してほしい。

請願理由

請願の趣旨に沿った具体的
な内容をご記入ください。
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議案等の審議結果
各会派の態度　　○…賛成　　×…反対　　─…欠席

令和２年第３回定例会　案件名
自
民
党	

議
員
団

み
な
と	

政
策
会
議

公
明
党	

議
員
団

共
産
党	

議
員
団

都
民
フ
ァ
ー

ス
ト
の
会

街
づ
く
り	

ミ

ナ

ト

ス
マ
イ
ル
党

虚
偽
報
道
に

負
け
な
い
会

議
決
結
果

区長報告
第９号

専決処分について
（港区立精神障害者地域活動支援センター等新築工事請負契約の変更） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 承認

区長報告
第１０号

専決処分について
（港区立精神障害者地域活動支援センター等新築に伴う機械設備工事請負契約の変更） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 承認

区長報告
第１１号 専決処分について（港区立赤羽小学校新築工事請負契約の変更） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 承認

区長報告
第１２号 専決処分について（港区立赤羽小学校新築に伴う機械設備工事請負契約の変更） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 承認

議案
第７６号 港区立精神障害者地域活動支援センター条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 原案可決

議案
第７７号 港区奨学資金に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 原案可決

議案
第７８号

令和２年度港区一般会計補正予算（第５号）
●歳入歳出それぞれ1,085,164千円を追加し、総額をそれぞれ186,616,982千円とする。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 原案可決

議案
第７９号

令和２年度港区国民健康保険事業会計補正予算（第２号）
●歳入歳出それぞれ120,507千円を追加し、総額をそれぞれ 23,732,822千円とする。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 原案可決

議案
第８０号

令和２年度港区後期高齢者医療会計補正予算（第１号）
●歳入歳出それぞれ1,680 千円を追加し、総額をそれぞれ 5,741,407 千円とする。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 原案可決

議案
第８１号

令和２年度港区介護保険会計補正予算（第１号）
●歳入歳出それぞれ471,842千円を追加し、総額をそれぞれ18,705,179千円とする。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 原案可決

議案
第８２号 令和元年度港区一般会計歳入歳出決算 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ― 認定

議案
第８３号 令和元年度港区国民健康保険事業会計歳入歳出決算 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ― 認定

議案
第８４号 令和元年度港区後期高齢者医療会計歳入歳出決算 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ― 認定

議案
第８５号 令和元年度港区介護保険会計歳入歳出決算 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ― 認定

議案
第８６号 工事請負契約の承認について（赤坂八丁目道路擁壁改修工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 原案可決

議案
第８７号 工事請負契約の承認について（港区高輪地区総合支所等大規模改修工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 原案可決

議案
第８８号 指定管理者の指定について（港区立精神障害者地域活動支援センター） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 原案可決

議案
第８９号 指定管理者の指定について（港区立精神障害者支援センター） ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ― 原案可決

議案
第９０号 特別区道路線の廃止について（海岸一丁目、芝浦一丁目、海岸二丁目） ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ― 原案可決

議案
第９１号 特別区道路線の認定について（海岸一丁目、芝浦一丁目、海岸二丁目） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 原案可決

請願２
第５号 固定資産税及び都市計画税の軽減措置の継続について意見書の提出に関する請願 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 採択

請願２
第６号 港区議会憲章制定の請願 × × × ○ × × × ― 不採択

発案２
第４号 赤坂大輔議員に対する議員辞職勧告決議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 原案可決

発案２
第５号 羽田空港新飛行経路の固定化回避を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 原案可決

発案２
第６号 固定資産税及び都市計画税の軽減措置の継続を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 原案可決

※虚偽報道に負けない会の赤坂大輔議員につきましては、欠席のため本会議での表決ができませんでした。
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皆さんから提出された請願
　採択とした請願	 …………………………………………………………………………
▼固定資産税及び都市計画税の軽減措置の継続について意見書の提出に関する請願

　不採択とした請願	 …………………………………………………………………………
▼港区議会憲章制定の請願

　継続審査とした請願	 …………………………………………………………………………
▼港区における特定遊興飲食店営業の指定地域追加願いに関する請願
▼羽田空港増便による都心および港区の低空飛行ルート計画の撤回を含む再検討を国に求める請願
▼羽田空港新飛行経路の港区上空飛行に備えた港区航空事故災害対策計画の策定を求める請願
▼東京都市計画道路幹線街路環状第４号線にかかる港区立白金児童遊園敷地と港区立白金台幼稚園の敷地を
　東京都に譲渡しないで頂きたい事を求める請願
▼羽田新飛行経路の運用延期または再検討を求める請願
▼羽田空港新飛行ルートの見直しを国に求める請願

羽田空港新飛行経路の
固定化回避を求める意見書

　国は、本年３月２９日より、国際線の増便を主な目
的とした羽田空港新飛行経路の本格運用を開始しまし
た。しかし、新型コロナウイルス感染症の世界的な感
染拡大や東京２０２０オリンピック・パラリンピック競
技大会の開催延期で、国際線の航空需要は大幅に減
少しているのが現状です。
　国際線の離発着枠に余裕があるにも関わらず、新
飛行経路の運用が続けられておりますが、国が想定し
た航空機数より少ない状況であっても、実際に体験し
た区民からの騒音への苦情や落下物への不安の声は、
日に日に大きくなっています。
　区では、５月２５日から６月２３日の間、区立高陵中
学校及び本村小学校の２か所で独自に騒音測定を実施
しました。その結果、高陵中学校では最大値７７.１ｄＢ、
本村小学校では最大値７７.５ｄＢが測定され、実測
平均値においては、４４２便のうち高陵中学校では約
９４％の４１６便が、本村小学校では約６７％の２９６
便が、国土交通省の示した推計平均値を超えているこ
とが確認されました。
　よって、港区議会は、国土交通省に対し、騒音の
現状と区民からの不安の声を真摯に受け止め、港区の
上空を低空飛行する新飛行経路の固定化回避のため、
空港の管制方法の見直しや地方空港への分散などの
選択肢を早急かつ具体的に検討することを強く求める
ものです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

国土交通大臣　あて

固定資産税及び都市計画税の
軽減措置の継続を求める意見書

　我が国の経済は、緩やかに回復の基調が見え始めてい
た折、新型コロナウイルス感染症の影響により急速に悪化
し極めて厳しい状況に転換しましたが、このところ持ち直
しの動きがみられています。しかしながら、今後長期にわ
たって生産年齢人口が減少していく中で、人手不足が潜在
能力を押し下げ、さらに新型コロナウイルス感染症の影響
が長期化するなど、経済成長への制約となることが懸念さ
れており、区内の小規模事業者を取り巻く環境は、依然と
して予断を許さない状況にあります。
　こうした中、東京都が実施している「小規模住宅用地に
対する都市計画税の軽減措置」「小規模非住宅用地に対
する固定資産税・都市計画税の減免措置」及び「商業地
等における固定資産税・都市計画税について、負担水準
の上限を６５％に引き下げる減額措置」は、未だ厳しい経
営環境にある小規模事業者にとっても、事業の継続や経
営の健全化への大きな支えとなっています。
　東京都がこれらの軽減措置を廃止すれば、小規模事業
者の経済的・心理的負担は極めて大きく、景気に与える影
響が強く危惧されます。
　よって、港区議会は東京都に対し、下記の事項について
強く要望するものであります。

記

１　小規模住宅用地に対する都市計画税を２分の１とする
軽減措置を、令和３年度以後も継続すること。

２　小規模非住宅用地に対する固定資産税及び都市計画
税を２割減額する減免措置を令和３年度以後も継続す
ること。

３　商業地等における固定資産税及び都市計画税につい
て、負担水準の上限を６５％に引き下げる減額措置を
令和３年度以後も継続すること。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
東京都知事　あて

意見書を提出しました
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議会人事の動き 委員会構成の変更

◆この「区議会だより」は、新聞折り込みのほか、区の主な施設の窓口にも
置いてあります。また、郵便局、公衆浴場、東京メトロ７駅、ＪＲ（浜松町・
田町）２駅、ゆりかもめ５駅などに置いてあります。

◆戸別配付も行っていますので、ご希望の方はご連絡ください。
◆「区議会だより点字版」「声の区議会だより」も発行していますので、ご利

用ください。「声の区議会だより」はホームページにも掲載しています。
【申し込み・問い合わせ先】
区議会事務局議会広報担当　電話　03-3578-2920

令和２年第 4 回定例会は 11月下旬に開会する予定です。

あとがき

  

編
集
委
員  

副議長 阿 部 浩 子

小 倉 りえこ 池 田 たけし

石 渡 ゆきこ 熊 田 ちづ子

常任委員会議会運営
委員会 総　　務

◎ 杉本　とよひろ
○ 清　原　和　幸

黒崎　ゆういち
兵　藤　ゆうこ
横　尾　俊　成
土　屋　　準
榎　本　　茂
近　藤　まさ子

◎ ゆうき　くみこ
○ 榎　本　あゆみ

石　渡　ゆきこ
鈴　木　たかや
杉　浦　のりお
池　田　たけし
熊　田　ちづ子
清　原　和　幸

保 健 福 祉

◎ なかまえ　由紀
○ 小　倉　りえこ

石　渡　ゆきこ
榎　本　あゆみ
琴　尾　みさと
鈴　木　たかや
池　田　たけし
二　島　豊　司
熊　田　ちづ子

東京オリンピック・パラリンピック対策

◎ 黒崎　ゆういち
○ 近　藤　まさ子
○ 石　渡　ゆきこ

榎　本　あゆみ
なかね　　大

やなざわ　亜紀
土　屋　　準
福　島　宏　子
清　家　あ　い
なかまえ　由紀

ゆうき　くみこ
池　田　こうじ
七　戸　じゅん

特別委員会

交通・環境等対策

◎ 風　見　利　男
○ 土　屋　　準

琴　尾　みさと
山野井　つよし
なかまえ　由紀
池　田　こうじ
阿　部　浩　子
近　藤　まさ子
井　筒　宣　弘

行財政等対策

◎ 兵　藤　ゆうこ
○ 熊　田　ちづ子

なかね　　大
赤　坂　大　輔
やなざわ　亜紀
杉　浦　のりお
二　島　豊　司
清　原　和　幸

まちづくり・子育て・
高齢者等対策

◎ 池　田　たけし
○ 七　戸　じゅん

マック　赤　坂
榎　本　あゆみ
黒崎　ゆういち
丸山　たかのり
榎　本　　茂
うかい　雅　彦

　各委員会の委員の所属変更や辞任・選任等により、一部の
委員会において委員会構成が変更になりました。変更のあっ
た委員会の新たな構成は次のとおりです。

◎委員長　　○副委員長

議席番号の変更
　次のとおり、議席番号を変更しました。

議 席 番 号 ８ 赤　坂　　大　輔

議 席 番 号 ９ 琴　尾　　みさと

議席番号１７ 福　島　　宏　子

議席番号１８ 榎　本　　　茂

議席番号２６ 熊　田　　ちづ子

議席番号２７ 風　見　　利　男

議員の住所変更

琴　尾　　みさと

住　所　  港区麻布十番 1-5-10-4F

会派の解散及び結成
　８月２４日付で「都民ファーストと日
本維新の会」は解散し、新会派が結
成されました。新会派の名称及び所属
議員は次のとおりです。

『都民ファーストの会』
　 所 属 議 員 榎　本　　　茂

琴　尾　　みさと

『虚偽報道に負けない会』
　 所 属 議 員 赤　坂　　大　輔


